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山田 遅沢 さんのコメン トでは、単なる付加
価値の創設だけではな く、外か らの大 きな価
値観を持ち込むとか、あるいは文化的なバッ
クア ップが必要であるとい うような ご意見
だったと思う。私 も当然それを含めてのモザ
イク性 という様なことを考えているわけであ
る。それから、 「モザイク性」とか 唾 層構
造」というのは決 して静的なものではなく、
常に動いているもんだという認識を、ちょっ
























































































































































で長 くつき合 ってきた。 もし植民地支配によ
る国境線の画定なんて ものがなければ、まる












































































切 ることか ら出発す るような地域研究の中
の、ある方法の限界を明 らかにしてくれるも
のかもしれないと考えたわけである。





















り本来、居るべ き所に居 るとい うのは、これ
は幸せなことであると一般的に考え られる。



































































小島 日本というもの も、 「日本文明」とし
て捉えると、外文明というものを巧みに内世





































































ル ドゥーンの 「ウムラーン」と 「ハダーラ」
というのは非常に感覚的にわかりやすい。そ





学か ら見ると、す ぐ慣習とか法律 とか世界観
とかい うふ うな ものをイメージす るわけだ
が、それはとりもなおさず特殊 なとすべ き




類の癖 という、それ くらいの ものになって し
まうのかな あというふ うな印象を持 った。
「文明」をどういうふうに考えるかというこ














































































マグレブの場合 も、違 った文脈ではあ る
が、やはり同じことが言えるかと思われる。














































































































面で討論 して頂 きたいと思 う。鷹地さんお願
い します。
雁地 総括班の方達が、非常に巧みに話題設




























































テーマが どの様な趣 旨であ るか ということ
は、話の途中とい うか、その前に終 って し





















高谷 最初に主旨説明で も申 し上げたよう
に、 この 「文明」 も 「地域性」 も、概念が
はっきりせず、実は困 っているというのが正
直なところである。この 「文明の地域性」と
































産業は低空飛行 くらいだけれ どだいぶ離陸 し
て、第三次産業になるともう地球の裏側まで

















































これに対 して、イン ドの場合どこか ら考え
てい くかと言うと、例えばカース トなど、社
会制度の特異なイン ド的な形を中心にして考
































































































































と同じ様な タイ トルで、 「イスラムの都市
性」と名づけられていた。
今回は 「文明の地域性」で、都市より地域
の方がどうも広そうだ。イスラムも文明の一
っにすぎないと先ほど指摘があったが、今回
のシンポジウムで、 〈の〉でっながれた二っ
の概念はともに前のものより広 く大 きなもの
とな っている。私は、進歩主義者ではない
が、やはり我々の学問は進歩 しているんだ
なあという、そういう感想を持 った次第であ
る。 こういうことで、ここでこのシンポジウ
ムを閉あさせて頂 きたいと思う。ご協力有難
うございました。
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